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論文内容の要 t::. 目
これまでの義手に関する研究は主としてその運動面についてのもので、その感覚面についての研究
はほとんど行なわれていなかった口人間の手における感覚の重要性は議論の余地のないところであり、
義手においても感覚を与えることができればその機能をいちぢるしく向上させることができると考え
られる。著者は義手の感覚を切断者に伝達する装置の試作を重ねた結果、能動義手に附加して切断者
の日常生活に実際に使用できる装置を完成して、 3 人の切断者に装着試験を行なった。また光電効果
を利用した感覚装置の効果、電動義手に感覚装置を附加した場合の効果についても検討した。
〔方法ならびに成績〕
I 能動義手に附加した感覚装置
感覚装置の構造:義子の鈎が物を把持する力を半導体ひずみゲージによって、その聞き角を小型可
変抵抗によって検出し、増幅したのち前腕と上腕の 2個の振動子を介して100HZの正弦波振動として
切断者に伝達する。義手には現在一般に用いられている Dorrance鈎付の前腕能動義手を使用した。増
幅器の最大増幅度は約50db、最大出力は約1. 5Wである c増幅器部分と電池の総重量は来切20gで、ある。
成績:
1. 実験室内にわける装着試験(実験室内における試験は把持力と聞き角の伝達機構についてそれ
ぞれ別個に行なった。)
把持力伝達機構の成績:ゅび庄計を600gの力で反復してつかませると、従来の能動義手のみでは標
準偏差240g、伝達機構を附加すると標準偏差150g とぱらつきが相当小さくなった。目を閉じてたばこ
のつまみ動作を行なうと押しつぶしたり落したりしないでうまくつかめる成功率が能動義手のみの46
%から、伝達機構っきの94% に向上した。
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聞き角伝達機構の成績:閉眼で硬貨の枚数を識別させるテストで、能動義手のみの適中率39% が、
伝達機構によって85% になった。大豆のつまみ動作テストで 3 分間につまみあげる大豆の個数は能動
義手のみの平均 6個から、機構っきの平均19個に増加した。
2. 日常生活における装着試験
l 人の右前腕切断者と 2 人の両前腕切断者の右側の義手に感覚装置を附加し、約 1 カ月間ずつ日常
生活における装着試験を行なった。切断者が感覚装置によってとくに便利になったと感じた動作は、
視覚のとどきにくい動作や、把持力の微妙な調節を必要とする動作であったが、切断者は日常生活動
作の全般7Jfやりやすくなり、疲労を感じにくくなったとのべている。両側切断者の 1 人は「装置のつ
いた右の義手は自分の手のように感じ、装置のない左の義手は死人の子のように感じた」とのべた。
H 光電効果を利用した感覚装置
感覚装置の構造:能動義手の鈎の一方の先端に小型電球を埋めこみ、もう一方の鈎の対応する部分
にフォトトランジスタを埋めこんで 2 本の鈎の聞に物が介在して光が遮断されると切断者に振動が伝
達される構造である。
成績:閉眼でサイコロのつまみ動作テストを行なうと、能動義手のみでは 1 分間に平均 2.4個のサ
イコロをとりだせたが、この装置によって平均 5.6個に増加した。
田 電動義子に附加した感覚装置
感覚装置の構造:能動義手に附加した感覚装置と同ーのものを用いた。義手には立石電機製電動義
肢の手先駆動部分を用い、制御はonoff式制御と連続式制御の 2 種類について実験を行なった。
成績: on-off式制御の電動義手で、は感覚装置の効果はみられなかった。連続式制御のものでは閉眼
状態におけるたばこのつまみ動作においてその成功率が装置なしの36% から、装置っきの54% に増加
したが、統計的に有意な差ではなかった。
〔総括〕
能動義手における感覚装置の実用的価値を明らかにした。
光電効果を利用した感覚装置の効果を示した。
電動義手に感覚装置を附加したがその効果は認められなかった。その原因は現在の電動義手の運動
性が、能動義手よりもなお劣っており、感覚装置の効果を生かすことができないためであると考えら
れる。
論文の審査結果の要旨
下肢切断者の大部分は、義足を用いて歩行している。これに対して、上肢切断者の大部分は義手を
まったく使用していないか、実用的にはほとんど役に立たない装飾義子を装着しているのみである。
著者は義手が実用化されていない原因のひとつが、感覚の欠如にあるのではないかという考えに立っ
て、この研究を行なった。まず義手に感覚を附加する場合に必要な基礎的問題を検討し、次に実用的
に使用しうる感覚装置を作成して上肢切断者に装着し、実験室内において各種の評価と、切断者の日
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常生活において実際に装着試験を行なったO その結果義手感覚装置が実用的な価値を持つことを明ら
かにした。
本研究は従来ほとんど無視されてきた義手の感覚の問題について全般的に研究した最初の論文とし
て、今後の義手の進歩に貢献するところが大きいものと考えられる。
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